
ぼくたちわたしたち

生まれ変わりたかったなぁ！
う か



ものを

　　入
い

れたり

とっても

　　　か
るーい

ぼ
く
は
、

レ
ジ
ぶ
く
ろ
く
ん

ぼくはレジぶくろくん。
とっても便

べ ん り

利で、野
や さ い

菜を入
い

れたり
荷
に も つ

物を入
い

れたり色
いろいろ

々なものに
使
つか

われているよ。
それに、とっても軽

かる

いんだよ。

11 22



水
みず

を

入
い

れたり

ドレッシ
ングを

入
い

れたり

わ
た
し
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ち
ゃ
ん

わたしはペットボトルちゃん。
とっても便

べ ん り

利でジュースや水
みず

を入
い

れたり、
調
ちょうみりょう

味料を入
い

れたり色
いろいろ

々なものに使
つか

われて
いるよ。それに、キャップをしめると
こぼれないんだよ。

33 44



いやだ
ぁ！

いやだ
ぁ！

ポイポイ

すてない
でぇ！

すてない
でぇ！

も
う
、い
ら
な
い
か
ら

す
て
ち
ゃ
お
～

でも、人
にんげん

間に使
つか

われた後
あと

は、
人
にんげん

間にポイすてされてしまうことが
あるのです。
レジぶくろくんとペットボトルちゃんは、
言
い

いました。
いやだぁ、すてないでぇ！

55 66



ポイすてされたレジぶくろくんは、
風
かぜ

に飛
と

ばされて川
かわ

に落
お

ちてしまいました。
レジぶくろくんは必

ひっし

死にさけびました。
わぁ～、だれか助

たす

けてぇ！

わ
ぁ
～
、

だ
れ
か
助

た
す

け
て
ぇ
！

ま
ぁ
、大た

い
へ
ん

77 88



今い
ま

、
助た
す

け
る
か
ら
ね
、

待ま

っ
て
て
ね
！

たすけて
ぇー！

その時
とき

、川
かわ

の近
ちか

くにポイすてされていた
ペットボトルちゃんが、言

い

いました。
レジぶくろくん大

だいじょうぶ

丈夫？
今
いま

、助
たす

けるからね、待
ま

っててね！

レジぶくろくんを助
たす

けようとしたその時
とき

、
すべって川

かわ

に落
お

ちてしまい、
いっしょに流

なが

されてしまいました。

99 1010



そこへ、そこへ、川川
かわかわ

にに流流
ながなが

されていたカンくんが、されていたカンくんが、
レジぶくろくんとペットボトルちゃんにレジぶくろくんとペットボトルちゃんに
話話
はなはな

しかけてきました。しかけてきました。
君君
きみきみ

たちも、たちも、人人
にんげんにんげん

間間にポイすてされてしまったのかぁ。にポイすてされてしまったのかぁ。
実実
じつじつ

はぼくもポイすてされてはぼくもポイすてされて流流
ながなが

されてきたのさ。されてきたのさ。
ぼくたちをすてないできちんとぼくたちをすてないできちんと片片

かたづかたづ

付付けてくれれば、けてくれれば、
また、また、生生

うう

まれまれ変変
かか

われることができたのにね。われることができたのにね。

君き
み

た
ち
も
、

人に
ん
げ
ん間

に
ポ
イ
す
て
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
か
ぁ
！

1111 1212



レジぶくろくんとペットボトルちゃんとカンくんは、
それぞれ、生

う

まれ変
か

わりたいものを思
おも

いうかべました。
そして、レジぶくろくんは、言

い

いました。
あぁ～あ、生

う

まれ変
か

わりたかったなぁ。

ペットボトルちゃんも言
い

いました。
わたしも生

う

まれ変
か

わって、今
こんど

度はきれいな洋
ようふく

服に
なりたいなぁ。カンくんも言

い

いました。
ぼくだって、便

べんり

利な物
もの

に生
う

まれ変
か

わりたいよぉ。

プランター

カラーコーン

車
くるま

洋
ようふく

服

たまごパック

きれいな洋
ようふく

服に
なりたいなぁ

生まれ変わりたいよぉ

便利な物に
かう

べんり もの
生まれ

変わりたかったなぁ
か

う

1313 1414



そこに、川の近くにポイ捨てされていた
ペットボトルちゃんが、言いました。
レジ袋くん大丈夫？
今、助けるからね、待っててね！

レジぶくろくんとペットボトルちゃんとカンくんは、レジぶくろくんとペットボトルちゃんとカンくんは、
生生
うう

まれまれ変変
かか

わりたいとわりたいと思思
おもおも

いながらいながら川川
かわかわ

をを流流
ながなが

れていきました。れていきました。
するとすると不不

ふあんふあん

安安にに思思
おもおも

ったレジぶくろくんはったレジぶくろくんは言言
いい

いました。いました。
でも、ぼくたちはこのままどこへでも、ぼくたちはこのままどこへ流流

ながなが

れていくの？れていくの？
カンくんは、ゆっくりとカンくんは、ゆっくりと答答

こたこた

えました。えました。
海海
うみうみ

さ、さ、海海
うみうみ

までまで流流
ながなが

れていくのさ。れていくのさ。

ペットボトルちゃんは、今
いま

にも泣
な

き出
だ

しそうな声
こえ

で言
い

いました。
えぇ～、海

うみ

！そんなところまで流
なが

れるのぉ、いやだ～よぉ。

それから、どれくらい流
なが

れたのでしょうか。
みんなつかれてしまいお話

はなし

もできなくなりました。

そして、しばらくすると、
海
うみ

が見
み

えてきました。

ど
こ
ま
で

流な
が

れ
て
い
く
の
？

1515 1616



レジぶくろくんとペットボトルちゃんとカンくんが
海
うみ

に流
なが

れ着
つ

くと、カンくんは言
い

いました。
もう、きみたちとはお別

わか

れだね、ぼくは重
おも

たいから
流
なが

れがないとしずんでしまうのさ。
さようなら元

げんき

気でね。
今
こんど

度は、みんなで生
う

まれ変
か

われたらいいね。

ペットボトルちゃんは、泣
な

きながら言
い

いました。
いやだぁ、行

い

かないで、さみしいよぉ。
レジぶくろくんも泣

な

きそうになりながら、言
い

いました。
さみしいけどお別

わか

れなんだね、
今
こんど

度は、みんなで生
う

まれ変
か

わろうね、約
やくそく

束だよ。

さ
よ
う
な
ら

1717 1818



カンくんは、お別
わか

れを言
い

うと
ゆっくりゆっくりしずんでいき、
とうとう海

うみ

の底
そこ

にたどり着
つ

きました。

海
うみ

の底
そこ

には、たくさんのよごれた
カンくんの仲

なかま

間がしずんでいました。
すると、よごれた顔

かお

のカンさんが
話
はな

しかけてきました。

また、だれか落
お

ちて来
き

たのか、
ぼくらはみんな人

にんげん

間にポイすてされてここに流
なが

れ着
つ

いたのさ、
君
きみ

もかわいそうだけど、このままぼくたちみたいにどんどん
よごれていき、ここで一

いっしょう

生くらすのさ。
カンくんは、悲

かな

しくなり言
い

いました。
これから、ず～とここにいるのか。
なんだか、なみだが出

で

てきちゃったよ。
とうとう、カンくんまで泣

な

いてしまいました。

ま
た
、

だ
れ
か
落お

ち
て
き
た
の
か
。

えー
ん えー

ん

1919 2020



そのころ、レジぶくろくんとペットボトルちゃんは、
カンくんとのお別

わか

れに泣
な

きながらういていると、
とつぜん大

おお

きな波
なみ

が打
う

ち寄
よ

せてレジぶくろくんは
遠
とお

くに流
なが

されてしまい、ペットボトルちゃんは
キャップが外

はず

れてしまいました。

ペットボトルちゃんは、さけびました。
あぁ～あたしのキャップ、待

ま

ってぇ。
でも、キャップはどんどんはなれていき、
ペットボトルちゃんは、
え～ん、え～んと、泣

な

きじゃくりました。

あ
た
し
の
キ
ャ
ッ
プ
、

待ま

っ
て
ぇ
！

2121 2222



そこへ、ペットボトルちゃんの外
はず

れたキャップを
ウミドリが食

た

べ物
もの

とまちがえてくわえました。
ウミドリは言

い

いました。

やったぁ！
食
た

べ物
もの

も取
と

れたし子
こ

どもたちも喜
よろこ

ぶぞ。
そう言

い

うと飛
と

んで行
い

ってしまいました。
ペットボトルちゃんは、
必
ひっし

死にさけびました。
返
かえ

して、わたしのキャップ～！

返か
え

し
て
、

わ
た
し
の
キ
ャ
ッ
プ
～
！

ぱくっ

食
べ
物
も
取
れ
た
し
、

子
ど
も
た
ち
も
喜
ぶ
ぞ
！

たこ

よ
ろ
こ

も
の

と

2323 2424



ペットボトルちゃんは、泣
な

き続
つづ

けていると
小
ちい

さな魚
さかな

たちがたくさん集
あつま

ってきました。
そして、魚

さかな

たちがペットボトルちゃんに話
はな

しかけてきました。
ねぇねぇ、あなたはどうして泣

な

いているの？
ペットボトルちゃんは、泣

な

きながら答
こた

えました。
わたしのキャップが、ウミドリに食

た

べられてしまったの。
魚
さかな

は言
い

いました。
それは、かわいそうだね、それともう一

ひと

つ聞
き

きたいんだけど、君
きみ

は魚
さかな

なの？
最
さいきん

近、この海
うみ

であなたにそっくりな仲
なかま

間を
たくさん見

み

かけるようになったんだけど。

ペットボトルちゃんは言
い

いました。
ちがうよ、魚

さかな

じゃないよ、
わたしはとっても便

べんり

利なペットボトルちゃんなの。
でも、人

にんげん

間にポイすてされて
ここまで流

なが

れて来
き

たの。
えーん、えーん。 えー

ん

えー
ん

ど
う
し
て

泣
い
て
る
の
？

な

2525 2626



そのときです。そのときです。
とつぜんとつぜん大大

おおおお

きなクジラがたくさんのきなクジラがたくさんの小小
ちいちい

さなさな魚魚
さかなさかな

たちとたちと
ペットボトルちゃんをペットボトルちゃんを一一

ひとくちひとくち

口口でで飲飲
のの

みみ込込
ここ

んでしまいました。んでしまいました。

キャキャーー！
!！!

2727 2828



しばらくすると、ペットボトルちゃんとしばらくすると、ペットボトルちゃんと
魚魚
さかなさかな

たちをたちを飲飲
のの

みみ込込
ここ

んだんだ大大
おおおお

きなクジラは、きなクジラは、言言
いい

いました。いました。
なんか、なんか、食食

たた

べべ物物
ものもの

じゃないものまでじゃないものまで食食
たた

べちゃったかなぁ。べちゃったかなぁ。
おなかがいたいよう。くっ、おなかがいたいよう。くっ、苦苦

くるくる

しいよう。しいよう。

大大
おおおお

きなクジラは、きなクジラは、食食
たた

べべ 物物
ものもの

とまちがえてペットボトルちゃんとまちがえてペットボトルちゃん
までもまでも飲飲

のの

みみ込込
ここ

んでしまったため、んでしまったため、苦苦
くるくる

しくなりしくなり弱弱
よわよわ

ってしまい、ってしまい、
泣泣
なな

きながらきながら海海
うみうみ

のの底底
そこそこ

へしずんでいきました。へしずんでいきました。

お
な
か
が
い
た
い
よ
ぅ
。

2929 3030



そのころ、ペットボトルちゃんと、はなればなれにのころ、ペットボトルちゃんと、はなればなれに
なったレジぶくろくんはなったレジぶくろくんは海海

うみうみ

をただよっていました。をただよっていました。
すると、ウミガメがやってきて、すると、ウミガメがやってきて、言言

いい

いました。いました。
おっ、おっ、大大

だいこうぶつだいこうぶつ

好物好物なクラゲじゃないか、いただきま～す。なクラゲじゃないか、いただきま～す。
レジぶくろくんは、レジぶくろくんは、必必

ひっしひっし

死死にさけびました。にさけびました。

わぁ～、やめてよぉ、クラゲじゃないよ、わぁ～、やめてよぉ、クラゲじゃないよ、
食食
たた

べないでよ。べないでよ。
しかしウミガメは、クラゲとまちがえてしかしウミガメは、クラゲとまちがえて
レジぶくろくんをレジぶくろくんを食食

たた

べてしまいました。べてしまいました。
レジぶくろくんは、やぶれてしまい、レジぶくろくんは、やぶれてしまい、
とうとうとうとう顔顔

かおかお

だけになってしまいました。だけになってしまいました。

い
た
だ
き
ま
～
す
！

や
め
て
よ
ぉ
！

3131 3232



レジぶくろくんを食
た

べたウミガメは、言
い

いました。
ぼくは、大

だいこうぶつ

好物のクラゲを食
た

べただけなのに、
おなかがいたいし、なんだか苦

くる

しくなってきたよぉ。
もしかして、クラゲじゃなかったのかな。
あいたた、おなかがいたいよう。
レジぶくろくんを食

た

べたウミガメは、苦
くる

しくなって
泣
な

きながら、海
うみ

の底
そこ

へしずんで行
い

ってしまいました。

うーん

うーん

お
な
か
が

い
た
い
よ
ぉ
！

3333 3434



顔顔
かおかお

だけとなったレジぶくろくんは、だけとなったレジぶくろくんは、
波波
なみなみ

やや流流
りゅうぼくりゅうぼく

木木にぶつかりにぶつかり
どんどんどんどん小小

ちいちい

さくなってしまいました。さくなってしまいました。
レジぶくろくんは、さけびました。レジぶくろくんは、さけびました。
いたいよ、さみしいよ～、だれか、いないの？いたいよ、さみしいよ～、だれか、いないの？

3535 3636



そしてレジぶくろくんは、どうすることもそしてレジぶくろくんは、どうすることも出出
で きで き

来来ずず
一一
ひ と りひ と り

人人でただよっていると、なんだかきたないものがでただよっていると、なんだかきたないものが
勝勝
か っ てか っ て

手手に、レジぶくろくんにに、レジぶくろくんに引引
ひひ

っっ付付
つつ

いてきました。いてきました。
それは、それは、有有

ゆうがいぶっしつゆうがいぶっしつ

害物質害物質くんです。くんです。

有有
ゆうがいぶっしつゆうがいぶっしつ

害物質害物質くんはくんは言言
いい

いました。いました。
おっ、やったぁ、おっ、やったぁ、小小

ちいちい

さなレジぶくろじゃん、さなレジぶくろじゃん、
みんなみんな引引

ひひ

っっ付付
つつ

こうぜ、それー！こうぜ、それー！
レジぶくろくんは、レジぶくろくんは、言言

いい

いました。いました。
なんでぼくになんでぼくに引引

ひひ

っっ付付
つつ

くの？くの？
きたないよ、いやだよぉ。きたないよ、いやだよぉ。
引引
ひひ

っっ付付
つつ

かないでよぉ。かないでよぉ。

い
や
だ
よ
ぉ
、

引
っ
付
か
な
い
で
よ
！

ひ

つ

それー！

それー！

3737 3838



そしてそして周周
まわまわ

りをりを見見
みみ

わたすと、わたすと、体体
からだからだ

にきたないにきたない有有
ゆうがいぶっしつゆうがいぶっしつ

害物質害物質をを
引引
ひひ

っっ付付
つつ

けたけた仲仲
な か まな か ま

間間がたくさんいました。がたくさんいました。
そして、そのそして、その仲仲

な か まな か ま

間間がが言言
いい

いました。いました。
ぼくらは、マイクロプラスチックってぼくらは、マイクロプラスチックって言言

いい

うんだ。うんだ。
きみも、すてられてやぶれてきみも、すてられてやぶれて小小

ちいちい

さくなったのかぁ。さくなったのかぁ。

ぼくらもずいぶんぼくらもずいぶん前前
まえまえ

にすてられてにすてられて流流
ながなが

されてやぶれてされてやぶれて小小
ちいちい

さくなったんだ。さくなったんだ。
そうしてそうして海海

うみうみ

をただよっていたら、きたないをただよっていたら、きたない有有
ゆうがいぶっしつゆうがいぶっしつ

害物質害物質がが引引
ひひ

っっ付付
つつ

いていて来来
きき

て、て、
きたなくなったのさ。どうやらぼくらのきたなくなったのさ。どうやらぼくらの体体

からだからだ

は、きたないは、きたない有有
ゆうがいぶっしつゆうがいぶっしつ

害物質害物質をを
引引
ひひ

きき寄寄
よよ

せてしまうみたいなんだ。せてしまうみたいなんだ。
これではぼくらがこれではぼくらが海海

うみうみ

をよごしてしまうよね、でも、ぼくらではをよごしてしまうよね、でも、ぼくらでは
どうすることもできないんだ。どうすることもできないんだ。

ぼ
く
ら
は

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

っ
て
言い

う
ん
だ
。

マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
？

3939 4040



レジぶくろくんとマイクロプラスチックくんたちがレジぶくろくんとマイクロプラスチックくんたちが
おお話話
はなしはなし

をしていた、そのをしていた、その時時
ときとき

です。です。
たくさんのたくさんの魚魚

さかなさかな

たちが、たちが、食食
たた

べべ物物
ものもの

とまちがえてとまちがえて
マイクロプラスチックくんたちをマイクロプラスチックくんたちを食食

たた

べにきたのです。べにきたのです。
マイクロプラスチックくんたちは、マイクロプラスチックくんたちは、大大

おおおお

きなきな声声
こえこえ

でさけびました。でさけびました。
あぶない、あぶない、食食

たた

べられるぞ、みんなべられるぞ、みんな急急
いそいそ

いでにげろー！いでにげろー！
レジぶくろくんも、おおあわてでレジぶくろくんも、おおあわてで一一

いっしょういっしょう

生生けんめいにげました。けんめいにげました。
み
ん
な

急いそ
い
で
に
げ
ろ
ー
！

4141 4242



ししかし、かし、次次
つぎつぎつぎつぎ

々々とマイクロプラスチックくんたちがとマイクロプラスチックくんたちが食食
たた

べられて、べられて、
一一
いっしょういっしょう

生生けんめいにげていたレジぶくろくんもとうとうけんめいにげていたレジぶくろくんもとうとう食食
たた

べられてしまいました。べられてしまいました。

ぱくっ

ぱくっ

ぱく
っ

ぱくっ

い
た
だ
き
ま
す

4343 4444



今今
こ ん どこ ん ど

度度は、ポイすてをしたは、ポイすてをした人人
にんげんにんげん

間間がが魚魚
さかなさかな

つりにきました。つりにきました。
人人
にんげんにんげん

間間がつりをがつりを始始
はじはじ

めると、マイクロプラスチックくんやめると、マイクロプラスチックくんや
レジぶくろくんをレジぶくろくんを食食

たた

べたべた魚魚
さかなさかな

がが次次
つぎつぎつぎつぎ

々々につられていきました。につられていきました。
そしてそして人人

にんげんにんげん

間間はうれしそうにはうれしそうに言言
いい

いました。いました。
わぁ、わぁ、今今

き ょ うき ょ う

日日は、たくさんつれたぞ、は、たくさんつれたぞ、子子
ここ

どもたちもどもたちも喜喜
よろこよろこ

ぶぞ、ぶぞ、
楽楽
たのたの

しみだな。そうしみだな。そう言言
いい

うと、うと、人人
にんげんにんげん

間間はうれしそうにはうれしそうに魚魚
さかなさかな

をを
たくさんたくさん持持

もも

ってって帰帰
かえかえ

りました。りました。

た
く
さ
ん
つ
れ
た
ぞ
、

子
ど
も
た
ち
も
喜
ぶ
ぞ
！

よ
ろ
こ

こ

4545 4646



皆皆
みなみな

さん、このさん、この物物
ものがたりものがたり

語語をどうをどう思思
おもおも

いますか？いますか？
ポイすてによりたくさんのレジぶくろくんやポイすてによりたくさんのレジぶくろくんや
ペットボトルちゃん、カンくんたちがペットボトルちゃん、カンくんたちが
川川
かわかわ

にに流流
ながなが

されてされて海海
うみうみ

にたどりにたどり着着
つつ

きます。きます。
それを、クジラやウミガメやそれを、クジラやウミガメや鳥鳥

とりとり

、、
魚魚
さかなさかな

たち、たち、海海
うみうみ

にに住住
すす

むむ生生
いい

きき物物
ものもの

がが食食
たた

べべ物物
ものもの

とと
まちがえてまちがえて食食

たた

べてしまいます。べてしまいます。

わたしたちわたしたち人人
にんげんにんげん

間間も、も、
レジぶくろくんたちをレジぶくろくんたちを食食

たた

べたべた魚魚
さかなさかな

をを
食食
たた

べているかもしれません。べているかもしれません。
では、どうすればレジぶくろくんやでは、どうすればレジぶくろくんや
ペットボトルちゃん、カンくんたちがペットボトルちゃん、カンくんたちが
海海
うみうみ

にに流流
ながなが

れずに、れずに、生生
うう

まれまれ変変
かか

わることがわることが
できるのでしょうか？できるのでしょうか？
一一
いちどいちど

度度、みんなで、みんなで考考
かんがかんが

えてみましょう。えてみましょう。

4747 4848



それは、まずポイすてをしないこと！
そうすれば、川

かわ

に落
お

ちて海
うみ

に流
なが

れ出
で

ることはありません。
次
つぎ

に、決
き

められたところにすてること！
レジぶくろは資

し

げんプラのゴミ箱
ばこ

へ、ペットボトルはラベルとキャップを
外
はず

して、ペットボトルのごみ箱
ばこ

へ、外
はず

したラベルとキャップは
資
し

げんプラのごみ箱
ばこ

へ、カンはカン類
るい

のごみ箱
ばこ

へすてましょう。
そうすれば、みんな生

う

まれ変
か

わることができるんだよ。

ラベル

ペットボトル 資
し
げんプラ カン類

るい

ポイすてしないで
おねがい

4949 5050



これからもみんなは、ポイすてをしないで、これからもみんなは、ポイすてをしないで、決決
きき

められたところにすてようね！められたところにすてようね！
約約
やくそくやくそく

束束だよ。だよ。
そうすれば、レジぶくろくんやペットボトルちゃん、そうすれば、レジぶくろくんやペットボトルちゃん、
カンくんもカンくんも生生

うう

まれまれ変変
かか

わることができるよ！わることができるよ！

やく
そく

約束
だよ

5151 5252
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